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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

令和8

◆活動場所：ファジールーム

◆実施日程：令和7年12月12日

◆実施した生産活動・施設外就労の概要：

地元企業の人材不足への対応として、写真撮影および補助業務を切り出

し、施設外就労として実施することで、企業内における障害のある方の

働く場の創出に取り組んでいる。

◆利用者数：1名

◆地域連携活動のねらい：

地元企業の業務に関わる機会を設けることで、障害のある方のスキル

アップおよび社会参加を見据えた就労経験の提供を目的としている。

◆地域にとってのメリット：

人材不足が課題となっている地元企業の業務を一部担うことで、地域課

題の解決に寄与するとともに、企業における障害者への理解の促進につ

ながる。

◆対象者にとってのメリット：

地元企業で業務を経験することで、社会性を身に付けてもらうととも

に、働くことのイメージを具体的に持ってもらい、職業適性の確認にも

つながる。

◆実施した結果： コミュニケーションスキルの上達。

◆得られた成果：一般就労に向けた意欲、自信に繋げることができた。

◆課題点：もう少しスピードを上げて業務に取り込めるようにする。

◆活動内容の追加コメント

・自分の仕事業務を責任を持ってこなしている

・定期的に話し合いを行い、

　業務スケジュールを作成し効率的に仕事を進行していく

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 みらいワーク笛吹

住　所  山梨県笛吹市春日居町別田618

1911800744

連携先企業名 グリズリーカンパニー株式会社 担当者名 長沼　大介

◆連携した結果に対する意見または評価

◆連携した結果に対する意見または評価

ファジールームでの写真撮影補助業務を通じて、利用者のコミュニケーションスキルや現場対応力の向上が見られました。

実際の業務環境での経験により、指示理解や報告・連絡・相談の意識が高まり、一般就労を意識した行動が増加しました。

本人の意欲や自信の向上にもつながり、地域連携の成果が十分に確認できる取り組みとなりました。

今後は、作業スピードや業務処理能力の向上を図るため、事前の業務内容説明や練習機会の充実が必要です。

また、受け入れ先との連携をより密にし、役割分担や業務フローを明確化することで、

より実践的な就労体験につなげることが求められます。継続的な評価と振り返りの仕組みづくりも課題となります。

川上　美奈

令和7年度電話番号 070-9296-1087

連携先の企業等の意見または評価
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